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成田空港を取り巻く経営環境
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Ⅰ．原油価格高騰による燃油サーチャージの高騰

Ⅱ．就航機材の小型化・低燃費化

Ⅲ．若者の海外離れ等に起因する日本人旅客の減少
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航空燃油(シンガポールケロシン)価格推移表
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航空取扱量の推移 （成田空港運用状況）

(928)(98.9 %)(461)(466)（国際線外国人旅客）

(1,878)(91.4 %)(875)(958)（国際線日本人旅客）

(610)(96.5 %)(302)(313)（国際線通過旅客）

1.3100.5 %0.70.7国内線

12391.5 %5763国内線

3,41694.3 %1,6381,737国際線

22296.8 %106109航空貨物量 （万ｔ）

56295.2 %269283給 油 量 （万ｋｌ）

1,799

9.0

9.7

2007.9 [Ａ]

3,53994.2 %1,695航空旅客数 （万人）

18.1100.1 %9.1国際線

19.4100.1 %9.7航空機発着回数 （万回）

2008.3 [参考]％ ［B／A］2008.9 [Ｂ]

航空機発着回数・航空旅客数・航空貨物量・給油量の状況 （単位未満 四捨五入）
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中間決算の概要（連結）

853 877 908

1,006 981

242 262
180 203
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営業収益 営業利益

160160 億円億円（同（同 4343億円の減）億円の減）

115115 億円億円（同（同 4141億円の減）億円の減）

5555億円億円（同（同 2121億円の減）で減収減益億円の減）で減収減益

981981 億円億円（前年同期比（前年同期比 2424億円の減）億円の減）営業収益

営業利益
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億円
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（第3期中間）

07.09
（第4期中間）

08.09
（第5期中間）

（単位未満切捨て）

（単位未満切捨て）
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通期業績見通し（連結）

237237 億円億円（同（同 4444億円の減）億円の減）

145145 億円億円（同（同 3838億円の減）億円の減）

6161億円億円（同（同 2424億円の減）で業績下方修正億円の減）で業績下方修正

1,9201,920 億円億円（当初計画比（当初計画比 4949億円の減）億円の減）営業収益

営業利益

経常利益

当期純利益

（単位未満切捨て）
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平行滑走路の北伸整備状況

【平行滑走路・北伸関連施設平面図】

≪滑走路北伸部（2008年10月撮影）≫
新誘導路の整備

【2008年9月末時点・工事進捗状況】

滑走路北伸整備工事は、6月に国道51号切替

工事が完了、現在、延伸部及び東側誘導路部

の舗装工事等を実施中

供用後は、発着回数の拡大、就航可能距離の

拡大、大型機の就航が可能

【2008年9月末時点・工事進捗状況】

滑走路北伸整備工事は、6月に国道51号切替

工事が完了、現在、延伸部及び東側誘導路部

の舗装工事等を実施中

供用後は、発着回数の拡大、就航可能距離の

拡大、大型機の就航が可能

≪東側誘導路部（2008年10月撮影）≫
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成田新高速鉄道の整備状況

印旛沼橋りょう下部工事

北総線

京成本線

ＪＲ総武線

32.3km 10.7km

8.4km

芝山鉄道

印旛村地区高架橋工事

成田市地区高架橋工事

空港第２ビル内増築工事

成田ニュータウン北地区

成田高速鉄道接続点（土屋）

ＪＲ成田線

成田空港高速鉄道線

京成スカイライナー
日暮里－成田空港

（51分）

ＪＲ成田エクスプレス
東京－成田空港

（53分）

新型スカイライナー
日暮里－成田空港（36分）

※京成電鉄㈱資料

成田新高速鉄道線

2010年度の早期開業を目指し整備中

当該事業に係る用地問題は全て解決

現在、鋭意工事を実施中

2010年度の早期開業を目指し整備中

当該事業に係る用地問題は全て解決

現在、鋭意工事を実施中
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出発ロビーの改修出発ロビーの改修

第２旅客ターミナルビル

■第１旅客ターミナルビル

100％ＥＤＳ（爆発物検知装置）によるインラインスクリーニン

グ方式の導入

北ウイング出発ロビーのリニューアル

セキュリティーフェンスの撤去

各カウンターにBIDS（液晶表示案内板）を設置

■第２旅客ターミナルビル

100％ＥＤＳによるインラインスクリーニング方式の導入

出発ロビーのリニューアル

セキュリティーフェンスの撤去

チェックインアイランドのカウンター・天蓋を一新し各カウン

ターにBIDS（液晶表示案内板）を設置

ロビー内のサービス施設を再配置転換

■第１旅客ターミナルビル

100％ＥＤＳ（爆発物検知装置）によるインラインスクリーニン

グ方式の導入

北ウイング出発ロビーのリニューアル

セキュリティーフェンスの撤去

各カウンターにBIDS（液晶表示案内板）を設置

■第２旅客ターミナルビル

100％ＥＤＳによるインラインスクリーニング方式の導入

出発ロビーのリニューアル

セキュリティーフェンスの撤去

チェックインアイランドのカウンター・天蓋を一新し各カウン

ターにBIDS（液晶表示案内板）を設置

ロビー内のサービス施設を再配置転換

第２旅客ターミナルビル

第１旅客ターミナルビル

内際乗継施設

内際乗継施設の整備内際乗継施設の整備

ターミナル利便の向上

国内線で到着されたお客様が短時間で国際線へ乗り継ぐ際の

施設（ハイジャック検査場、出国審査場）を整備

国内線到着ロビーを出た後、隣接したこれら施設を通過し、

国際線の出発ゲートへアクセスすることで、従来の国際線出発

ロビー経由で乗り継ぐ場合に比べ、移動距離及び移動時間を

大幅に短縮（※）することが可能

※第１ビル国内線より国際線５６番ゲートへ乗り継ぐ場合

→従来の動線720m から180m に短縮

※第２ビル国内線より国際線６３番ゲートへ乗り継ぐ場合

→従来の動線980m から150m に短縮
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※第１ビル国内線より国際線５６番ゲートへ乗り継ぐ場合

→従来の動線720m から180m に短縮
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株式上場までの流れ

株式上場に

向けた諸手続き

株式上場に株式上場に

向けた諸手続き向けた諸手続き

完全民営化に

向けた法制整備

完全民営化に完全民営化に

向けた法制整備向けた法制整備
株式上場株式上場株式上場

内閣官房長官及び国土交通大臣の下に設置

投資環境整備及び我が国の安全保障の観点から、空港インフラへの規制のあり方に関する基本方策を検討

年内に結論をとりまとめ予定

空港インフラへの規制のあり方に関する研究会

第２回研究会（9月8日開催）にて、ＮＡＡ等へのヒアリング実施

ＮＡＡからは 「高度な公共性を有する社会インフラとして、最小限の規制を設けることはやむを得ないが、その一方で、

自主的・効率的な経営が可能となるよう、バランスのとれた制度設計をお願いしたい。」旨、発言

ＮＡＡの対応状況

「空港インフラへの

規制のあり方に関する

研究会」における検討

「空港インフラへの「空港インフラへの

規制のあり方に関する規制のあり方に関する

研究会」における検討研究会」における検討
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今後の見通しについて


